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	植物系生分解性プラスチックパイプの開発と

下水道展への参考出展による用途探索について


三菱樹脂株式会社
本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

社　長：神尾　章
資本金：２１５億円
　三菱樹脂株式会社は、トウモロコシ等の植物から作られる植物原料プラスチック“ポリ乳酸（ＰＬＡ）”を主原料とした植物系生分解性プラスチックパイプを開発しました。再生可能な植物資源、バイオマスを主原料にしており、環境適性に優れています。また当社の塩化ビニル管「ヒシパイプ」とほぼ同等の強度を有しており、排水管等で使用できます。その一方で、生分解性を有しているため、土中などの自然環境下で微生物によって水と二酸化炭素に生分解され、通常はおよそ３～５年※で分解されます。用途としては、短期間だけ使用する仮設配管用パイプや回収困難な場所での配管パイプなど、その生分解性を活かした用途での活用が期待されていますが、これらの用途におけるお客様の需要調査と新たなる用途分野の探索を目的に、下水道展２００４横浜（７月２７日～３０日）の三菱樹脂ブースにおいて参考出展致します。なお、商品の発売時期・価格等については未定です。

※条件によって生分解速度は変わります。

当社の植物原料プラスチックを用いた商品開発について

当社は、石油化学を原料とした従来のプラスチックに代わるものとして植物原料プラスチックの可能性にいち早く注目し、長年に亘って“ポリ乳酸”を主原料とする植物系生分解性プラスチック商品の開発と用途開拓を進めてきました。特に、フィルム分野においては、「エコロージュ」という商品名のもと、環境に先進的な企業からご採用頂いており、着実に実績をあげております。

	＜本件に関するお問合せ先＞

三菱樹脂株式会社　総務人事部　広報グループ

TEL：０３－3283－4006

ホームページ：http://www.mpi.co.jp


